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最
先
任
上
級
曹
長
交
代
式

駐屯地司令による紹介

令
和
三
年
十
月
十
五
日
（
金
）
駐
屯
地
営
庭
に
お
い
て
団
隷

下
部
隊
長
及
び
古
河
駐
屯
部
隊
曹
士
参
列
の
も
と
、
第
一
施
設

団
兼
ね
て
古
河
駐
屯
地
最
先
任
上
級
曹
長
の
交
代
式
が
実
施
さ

れ
た
。

交
代
式
で
は
、
第
一
施
設
団
長

仲
西
陸
将
補
が
紹
介
を

行
っ
た
後
、
最
先
任
上
級
曹
長
識
別
章
の
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ

た
。下

番
す
る
第
四
代
最
先
任
上
級
曹
長
の
海
老
沢
准
尉
は
「
上

番
し
た
三
年
七
ヶ
月
の
中
で
、
隊
員
の
各
種
訓
練
・
演
習
場
定

期
整
備
・
災
害
派
遣
等
の
任
務
遂
行
に
邁
進
す
る
姿
が
私
自
身

の
自
信
と
誇
り
に
繋
が
り
ま
し
た
。
厳
し
い
態
度
で
接
し
た
場

面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
隊
員
の
育
成
・
部
隊
の
精
強
化
、
そ
し

て
上
級
曹
長
制
度
の
定
着
の
為
と
思
っ
て
下
さ
い
。
今
後
、
准

曹
士
が
一
致
団
結
し
強
靭
な
第
一
施
設
団
の
創
造
及
び
古
河
駐

屯
地
の
躍
進
に
寄
与
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
い
ま
す
。
」
と

挨
拶
し
た
。

上
番
す
る
第
五
代
最
先
任
上
級
曹
長
の
芦
谷
准
尉
は
「
将
官

に
仕
え
る
最
先
任
上
級
曹
長
と
し
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
り
、
歴
代
最
先
任
が
築
き
上
げ
て
き
た
伝
承
を
継
承
し
て
い

き
ま
す
。
昨
今
の
国
内
外
情
勢
及
び
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
部
隊
・
個
人
の
精
強
化
を
図
り
、
第
一
施
設
団
長
統

「
准
曹
士
強
靭
化
の
思
い
を
引
き
継
ぐ
」

戦
没
者
遺
族
と

思
い
を
共
有

令
和
三
年
八
月
七
日

（
土
）
、
終
戦
の
日
を
迎
え

る
の
に
あ
わ
せ
て
、
修
親
会

及
び
曹
士
隊
員
の
有
志
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
実

施
し
た
、
古
河
市
内
に
あ
る

９
か
所
の
戦
没
者
慰
霊
碑
の

清
掃
活
動
に
対
し
、
古
河
市

遺
族
会
の
関

章
治
会
長
か
ら

御
礼
の
手
紙
を
頂
い
た
。

手
紙
に
は
、
忠
魂
碑
（
慰

霊
碑
）
が
楚
々
と
し
た
姿
を

取
り
戻
し
た
こ
と
に
対
す
る

遺
族
一
同
の
喜
び
と
、
戦
没

者
の
後
進
で
あ
る
隊
員
有
志

に
よ
る
清
掃
を
、
戦
没
者
も

喜
ん
で
い
る
と
の
思
い
が
記

し
て
あ
っ
た
。

次
回
は
、
清
潔
で
気
持
ち

よ
く
新
年
を
迎
え
て
も
ら
え

る
よ
う
、
令
和
三
年
十
二
月

十
八
日
に
計
画
さ
れ
て
い
る
。

率
方
針
で
あ
る

『
全
て
は
実
任
務

の
た
め
に
』
を
具

現
化
す
べ
く
足
腰

の
強
い
部
隊
育
成

に
尽
力
す
る
と
と

も
に
、
古
河
駐
屯

地
に
お
い
て
も
、

自
分
自
身
が
先
頭

と
な
り
モ
ッ
ト
ー

で
あ
る
『
人
生
前

向
き
・
継
続
は
力

な
り
』
を
前
面
に

出
し
、
今
後
困
難

な
状
況
等
に
も
職

責
を
全
う
し
て
い

き
ま
す
。
」
と
力

強
く
述
べ
た
。

03
陸
上
自
衛
隊
演
習

第
一
施
設
団
は
、
令
和
三
年
十
月
一
日
か
ら
十
月
八
日
ま

で
の
間
、
令
和
三
年
度
陸
上
自
衛
隊
演
習
に
参
加
し
た
。

本
演
習
は
、
平
成
五
年
以
来
約
三
十
年
ぶ
り
に
陸
上
自
衛

隊
全
部
隊
を
対
象
と
し
て
の
大
規
模
な
実
動
演
習
で
あ
り
、

作
戦
準
備
段
階
に
焦
点
を
当
て
て
、
運
用
の
実
効
性
向
上
と

抑
止
力
・
対
処
力
を
強
化
す
る
目
的
で
実
施
さ
れ
、
団
は
、

出
動
準
備
訓
練
、
重
要
防
護
施
設
の
防
護
、
団
指
揮
所
の
移

転
・
運
営
及
び
古
河
駐
屯
地
の
警
備
等
を
実
施
し
た
。

本
演
習
で
団
は
、
運
用
の
実
効
性
向
上
の
た
め
の
検
証
や

教
訓
を
獲
得
し
た
ほ
か
、
参
加
し
た
全
隊
員
が
演
習
部
隊
と

し
て
「
す
べ
て
実
任
務
と
し
て
行
動
」
し
、
所
望
の
成
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。

指揮所を朝霞駐屯地に移転し、指揮を執る団長

「
す
べ
て
を
実
任
務
と
し
て
行
動
」

第
一
施
設
団
兼

古
河
駐
屯
地



（４） は な も も 令和３年１ １月 ２ ８日

古河市長による激励

修
親
会
活
動

曹
友
会
活
動

献血の様子

令
和
三
年
九
月
十
六
日
（
木
）

駐
屯
地
曹
友
会
は
、
日
本
赤
十

字
社
に
対
し
て
献
血
支
援
を
実

施
し
た
。

隊
員
三
十
五
名
が
献
血
協
力

を
行
い
医
療
機
関
へ
貢
献
し
た
。

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

定
年
退
官
者
の
紹
介

業務隊
金田准尉
１月６日付

永
年
の
勤
務

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

１０１施器
檜山曹長

１月１２日付

団 本
海老沢准尉
１月１５日付

第
二
回
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
の

優
勝
は

第
一
〇
二
施
設
直
接
支
援
大
隊

花
壇
の
名
前
は

「

月
夜
と
つ
つ
ま
し
い
幸
せ
」

令
和
三
年
十
月
十
六
日
（
土
）

古
河
駐
屯
地
修
親
会
は
古
河
市

と
協
同
し
古
河
歴
史
博
物
館
の

清
掃
活
動
を
実
施
し
た
。

博
物
館
敷
地
内
の
景
観
を
保

つ
た
め
、
樹
木
の
伐
採
・
ゴ
ミ

拾
い
等
を
実
施
し
た
。

清
掃
後
、
博
物
館
の
見
学
を

さ
せ
て
頂
き
、
古
河
市
の
歴
史

を
学
ん
だ
。

今
後
も
古
河
駐
屯
地
は
地
域

に
貢
献
し
て
い
く
。

敷地内の清掃作業

ホームページ

自
衛
隊
・
古
河
駐
屯
地
に
対
す

る
意
見
や
要
望
等
を
幅
広
く
お
聞

き
す
る
た
め
、
令
和
４
年
度
防
衛

モ
ニ
タ
ー
及
び
令
和
４
年
度
駐
屯

地
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。締

切令
和
３
年

月

日
（
水
）

詳
し
く
は
古
河
駐
屯
地
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１２

１５

１０１施器
山下２士

１０１施器
髙橋１士

１０１施器
髙橋１士

１０１施器
関２士

１０１施器
中村２士

新
配
置
隊
員
紹
介

１０１施器
林１士

１０１施器
今野１士

１０１施器
増本２士

１０１施器
早川２士

１０２施直支
野口１士

１０２施直支
瀧口２士

１０２施直支
加藤２士

団本付
振屋１士

団本付
松田２士

３０１ダ
久保田１士

３０１ダ
掃部関１士

３０１ダ
佐藤１士

３０１ダ
下村１士

３０１ダ
小村２士

３０１ダ
髙橋１士

３０１ダ
宮田２士

３０１ダ
鈴木２士

３３７高射
岡本２士

３３７高射
安田１士

３３７高射
坂本１士

３３７高射
多久間１士

３３７高射
左近充２士

３３７高射
五十嵐１士

古河支処
山口１士

古河支処
正木１士

古河支処
宮本１士

古河支処
上野２士



令
和
三
年
九
月
六
日
（
月
）
～
同
年
九
月
十
七
日
（
金
）
ま

で
の
間
、
東
部
方
面
後
方
支
援
隊
及
び
東
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通

信
群
の
陸
曹
候
補
生
二
十
五
名
に
対
し
、
本
部
付
隊
長
を
教
育

担
任
官
と
し
て
教
官
以
下
十
四
名
の
基
幹
要
員
を
も
っ
て
履
修

前
教
育
を
実
施
し
た
。
本
教
育
を
通
じ
て
陸
曹
と
し
て
の
必
要

な
資
質
を
養
う
と
と
も
に
、
陸
曹
候
補
生
課
程
履
修
に
必
要
な

共
通
的
識
能
を
充
実
、
向
上
さ
せ
た
。

（２） は な も も 令和３年１ １月 ２ ８日

各部隊等の活動紹介

古
河
駐
屯
地
業
務
隊
は
、
七
月
二
十
七
日
（
金
）
か
ら
八
月

二
十
七
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
任
務
遂
行
を
継
続
し
得
る
態
勢

を
よ
り
強
化
す
る
た
め
、
官
用
車
両
運
行
時
に
お
け
る
注
意
事

項
、
訓
練
事
故
の
原
因
の
究
明
と
再
発
防
止
策
及
び
即
応
態
勢

の
確
立
に
資
す
る
取
組
み
等
に
つ
い
て
各
種
教
育
や
討
議
を
実

施
す
る
と
と
も
に
不
備
事
項
を
是
正
さ
せ
、
隊
務
運
営
の
全
般

に
つ
い
て
確
認
し
た
。

ま
た
、
九
月
三
日
（
金
）
に
は
第
三
回
体
力
検
定
を
十
四
日

に
は
第
二
回
小
火
器
射
撃
検
定
を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
練
度

を
評
価
・
判
定
し
た
。

引
き
続
き
、
実
施
率
及
び
合
格
率
百
％
を
追
求
し
計
画
・
練

成
し
て
い
く
。

こ
の
間
、
２
四
半
期
の
駐
屯
地
施
設
の
整
備
と
し
て
、
総
和

１
号
宿
舎
床
等
補
修
工
事
、
駐
屯
地
当
直
司
令
室
空
調
補
修
、

隊
舎
冷
却
塔
補
給
水
管
補
修
及
び
ボ
イ
ラ
ー
等
圧
力
容
器
性
能

検
査
等
二
十
二
件
の
整
備
を
実
施
し
、
勤
務
・
生
活
環
境
の
不

断
の
改
善
を
図
っ
た
。

隊務の全体確認時の活発な討議状況

第３回体力定

総和１号宿舎床等補修工事

隊舎冷却塔補給水管補修

後方支援隊後方業務担当者
集合訓練

第
一
〇
二
施
設
直
接
支
援
大
隊
は
、
古
河
駐
屯
地
に
お
い
て

東
部
方
面
後
方
支
援
隊
が
実
施
す
る
各
種
担
当
者
集
合
訓
練
に

参
加
し
た
。
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら

ス
カ
イ
プ
に
よ
る
テ
レ
ビ
会
議
方
式
で
参
加
し
、
情
報
保
全
担

当
者
集
合
訓
練
に
つ
い
て
は
七
月
、
後
方
担
当
者
集
合
訓
練
に

つ
い
て
は
八
月
、
人
事
総
務
担
当
者
集
合
訓
練
に
つ
い
て
は
九

月
に
実
施
さ
れ
、
各
業
務
要
領
に
つ
い
て
教
育
及
び
認
識
統
一

を
受
け
、
各
担
当
者
の
識
能
向
上
を
図
っ
た
。

総合訓練

大隊長による精神教育

関
東
補
給
処
古
河
支
処
は
、
九
月
二
日
（
木
）
に
東
部
方

面
会
計
隊
（
朝
霞
）
か
ら
二
名
が
、
九
月
十
七
日
（
金
）
に

第
五
施
設
群
（
高
田
）
か
ら
二
名
が
そ
れ
ぞ
れ
後
期
新
隊
員

教
育
を
修
了
し
、
古
河
支
処
に
配
置
さ
れ
、
出
迎
え
の
歓
迎

を
受
け
た
。

新
配
置
隊
員
四
名
は
、
支
処
隊
員
の
歓
迎
を
受
け
る
中
、

緊
張
し
つ
つ
も
堂
々
と
行
進
し
て
、
支
処
長
に
対
し
元
気
一

杯
な
声
で
申
告
し
、
支
処
長
の
訓
辞
を
受
け
た
後
、
支
処
隊

員
の
前
で
自
己
紹
介
と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
た
。

十
月
三
日
（
日
）
か
ら
七
日
（
木
）
ま
で
の
間
、
駐
屯
地

警
備
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
駐
屯
地
警
備
の
具
体
的
な
実
施
要
領
等
に
つ

い
て
実
動
に
よ
り
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
所
望
の
成

果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
成
果
を
第
一
施
設
団
と
共
有
し
、
駐
屯
地
警
備
能
力
の

維
持
・
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

支処隊員の歓迎を受ける新配置隊員

申告後支処長の訓辞を受ける新配置隊員

警備部隊による警戒

不審者への対応



LPをクリップにより固定
（第３次中隊集中訓練）

運搬した骨材の集積
（第４次中隊集中訓練）

第
三
三
七
高
射
中
隊
は
、
新
隊
員
の
配
置
に
伴
い
、
野
外
行

動
時
に
お
け
る
一
連
の
状
況
下
及
び
機
能
別
訓
練
を
行
い
野
外

行
動
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

隊
員
は
、
初
め
て
の
野
外
行
動
で
は
あ
っ
た
が
、
諸
先
輩
の

指
導
を
受
け
訓
練
を
行
い
、
今
後
に
期
待
で
き
る
人
材
と
な
っ

た
。

（３） は な も も 令和３年１ １月 ２ ８日

各部隊等の活動紹介

新隊員への通信教育

車装変換及び行進要領訓練

第
三
〇
一
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
は
、
令
和
三
年
七
月
十
二
日
か

ら
二
十
日
ま
で
の
間
、
第
三
次
中
隊
集
中
訓
練
を
関
山
演
習
場

に
お
い
て
実
施
し
、
ラ
イ
ナ
ー
プ
レ
ー
ト
に
よ
る
指
揮
所
構
築

訓
練
を
主
体
に
演
練
し
、
練
度
の
維
持
・
向
上
を
図
っ
た
。

ま
た
、
八
月
三
十
日
か
ら
九
月
十
日
ま
で
の
間
、
第
四
次
中

隊
集
中
訓
練
を
東
富
士
演
習
場
に
お
い
て
実
施
し
、
交
通
作
業

を
主
体
に
、
十
一
月
に
実
施
さ
れ
る
秋
季
演
習
場
定
期
整
備
の

際
に
必
要
な
骨
材
を
、
特
大
型
ダ
ン
プ
延
べ
二
三
一
台
分
、
一

五
〇
〇
㎥
運
搬
し
、
所
要
任
務
を
完
遂
す
る
と
と
も
に
、
中
隊

で
保
有
す
る
施
設
器
材
に
よ
り
、
演
習
場
内
道
路
の
荒
廃
部
分

の
不
陸
修
正
を
実
施
し
、
演
習
場
の
長
期
安
定
使
用
に
寄
与
し

た
。

第
一
〇
一
施
設
器
材
隊
は
、
令
和
三
年
九
月
十
三
日
（
月
）

か
ら
同
年
九
月
十
五
日
（
水
）
の
間
、
枝
川
渡
河
訓
練
場
に
お

い
て
、
架
橋
中
隊
パ
ネ
ル
橋
小
隊
長
吉
田
三
尉
以
下
三
十
二
名

に
よ
る
渡
河
訓
練
（
訓
練
指
導
）
を
実
施
し
た
。

渡
河
攻
撃
に
お
け
る
想
定
と
し
て
師
団
の
配
属
と
な
っ
た
架

橋
中
隊
は
、
第
一
戦
部
隊
の
迅
速
な
沿
岸
の
推
進
を
任
務
と
し
、

当
初
は
徒
橋
を
架
設
し
普
通
科
隊
員
を
い
ち
早
く
前
進
さ
せ
、

じ
後
、
四
舟
重
門
橋
の
運
航
、
引
き
続
き
浮
橋
の
架
設
を
実
施

し
、
継
続
的
に
車
両
部
隊
を
渡
河
さ
せ
た
。

訓
練
に
参
加
し
た
隊
員
が
一
致
団
結
し
、
高
い
渡
河
技
術
を

発
揮
す
る
こ
と
で
与
え
ら
れ
た
任
務
を
様
々
な
状
況
下
で
完
遂

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

橋端橋節の展開

隊容検査

４舟門橋の運航

九
月
十
七
日
付
、
器
材
隊
に
九

名
の
新
配
置
隊
員
が
着
隊
し
た
。

各
中
（
付
）
隊
へ
配
属
さ
れ
た
隊

員
は
着
隊
当
初
、
緊
張
の
面
持
ち

で
あ
っ
た
が
、
数
か
月
経
っ
た
現

在
、
少
し
ず
つ
部
隊
の
勤
務
環
境

に
適
応
し
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
で
勤

務
し
て
い
る
。

初
心
を
忘
れ
ず
、
任
務
達
成
の

た
め
器
材
隊
一
同
応
援
す
る
と
と

も
に
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
期
待
し

た
い
。

徒橋架設

第
三
二
〇
基
地
通
信
中
隊

古
河
派
遣
隊
は
、
要
地
通
信

の
支
援
を
実
施
し
た
。

野
外
無
線
機
と
駐
屯
地
内
線
を
つ
な
げ
る
骨
幹
と
し
て
、

雑
音
の
中
か
ら
い
ち
早
く
音
声
を
拾
い
、
内
線
者
へ
の
迅
速

な
接
続
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
九
月
に
履
修
前
教
育
課
程
を
修
了
し
た
大
川
陸
曹

候
補
生
は
、
陸
曹
と
し
て
の
必
要
な
技
能
を
身
に
付
け
る
た

め
、
第
三
陸
曹
教
育
隊
に
教
育
入
校
し
た
。

陸
曹
と
な
っ
て
戻
っ
て
き
た
暁
に
は
、
若
手
３
曹
と
し
て

陸
士
の
お
手
本
と
な
る
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

無線機側からの音声を
集中して聞き取る隊員

真ん中が大川陸曹候補生
（同中隊の入校者と一緒に）

頑張ってきます！

第
三
四
一
会
計
隊
は
、
十
一
月
上
旬
に
実
施
さ
れ
る
総
合

訓
練
及
び
十
二
月
中
旬
に
受
閲
す
る
方
面
訓
練
検
閲
に
向
け
、

駐
屯
地
内
で
各
個
訓
練
を
行
っ
た
。

本
訓
練
は
主
と
し
て
若
年
隊
員
に
基
本
・
基
礎
動
作
を
習

熟
さ
せ
る
目
的
で
実
施
し
た
も
の
で
、
隊
容
検
査
・
行
進
訓

練
に
つ
い
て
実
施
し
た
。

平
素
は
事
務
室
に
お
け
る
会
計
業
務
が
主
で
あ
る
た
め
、

慣
れ
な
い
訓
練
で
は
あ
る
が
、
若
年
隊
員
の
練
度
は
確
実
に

向
上
し
て
お
り
、
隊
と
し
て
の
戦
力
化
を
図
る
こ
と
が
で
き

た
。

隊容検査

行進訓練

新配置隊員紹介行事


